
別紙１

１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

③地区内における71才以上の農業者の耕作面積の合計 156.6ｈａ

直近の更新年月日

令和3年3月

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

西浦
(西開作、山県、女山、半田、丸山、中尾、木舟、黒山、
里ノ一、里ノ二、新地一、新丁、小茅、小茅沖、新地
二、東沖、開作東一、開作東二、開作西一、開作西
二、開作西三、開作西四、開作西五、南蛮樋、北山手)

市町村名

防府市

　・農業従事者の高齢化や、農業機械の更新を契機とした農業離れが進み、後継者がいない。
　・担い手不足により、不作付地、耕作放棄地の増加が予想される。
　・農地の受け手の確保が必要。
　・鹿角開作地区は用水の便が悪く、樋門も老朽化している。

実質化された人・農地プラン

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

29.7ｈａ

7.9ｈａ

（備考）

360.7ｈａ

280.4ｈａ

43ｈａ

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

規模拡大の意向のある認定農業者への集積を進める。

他地区や近隣自治体などから入作を希望する認定農業者や認定新規農業者を探していく。

多面的機能支払などでの共同活動を契機として、人と農地のマッチングを進め、地域での集約、集積を進める。

条件の良い農地については荒廃農地にならないように努力していく。



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

5　中心経営体

農地が荒廃しないよう、保全会の活動を通じ、引き続き管理を行う

貸付け等の意向が確認された農地は、１８，７５２㎡となっている。

中心経営体が病気や怪我等の事情で営農の継続が困難になった場合には、農地バンクの機能を活用し、農地の
一時保全管理や新たな受け手への付け替えを進めることができるよう、農地中間管理機構を通じて中心経営体へ
の貸付けを進めていく。

隣接地域に働きかけ、集積を進め、経営の安定を図れるよう努力する。

農地利用は、中心経営体である認定農業者などが担うほか、入作を希望する認定農業者や新規就農者の受け入
れに努めていく。

30経営体
　①　現状の経営面積　172.7ha、183頭
　②　今後の農地引受の引受けの意向　215.7ha、220頭
　　　　（地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計①-②　43.0ha）


